
環境学習コーディネーターを活用した連携・協働取組の事例紹介              （Ｎｏ．20） 

依頼者 東郷町 生活部 環境課 

タイトル 太陽エネルギーをテーマとした環境学習講座 

コーディネーターへの相談内容 

○依頼者の要望 

・東郷町では、2006年から毎年「こどもエコばんぱくin東郷」を開催しており、環境問題の啓発に力を入れ

ている。今回、初めて環境学習講座を開催することとなり、テーマを「太陽エネルギー」とし、親子対象

の講座を企画することとなったため、講師の紹介と企画の内容のアドバイスを受けたい。 

コーディネーターの対応 

○外部講師の紹介 

【選定講師】中部電力（株）名古屋支店 総務部総務・広報グループ 

・依頼を受けてから提案までの期日が短いことや、実績の豊富な講師希望ということもあり、学校などへの

出前授業で豊富に実績がある中部電力㈱名古屋支店に決定、依頼をした。 

○学習内容の提案 

＜講師に対して＞ 

・キャリア教育として、講師の仕事内容を伝えること 

・移動時間が片道１時間あるため、時間を有効に使うこと 

→メガソーラーの事前学習としてビデオをみる 

→電気に関するクイズを行い、興味関心を持たせる 

＜依頼者に対して＞ 

・広報を全小学校に行うこと 

・事前に参加者に「メガソーラーたけとよ」の資料を渡すこと 

・工作の準備を参加者に案内すること 

講座内容と当日の様子 

＜内容＞ 

太陽エネルギーをテーマとした体験講座 

・エネルギークイズ 

・「メガソーラーたけとよ」見学 

・太陽電池を使ったおもちゃの工作 

＜参加者数＞ 

9組19名 

＜講座の結果＞ 

・最初に実験やクイズを交えて電気の仕組み、発電、エネルギーミックスについて学習した。アンケートか

ら「電気のつくり方から、発電の種類等を学ぶことができた」「化石燃料の枯渇、温暖化等、大きな課題が

あることが分かった」とのコメントがあり、理解につながった。 

・続いて、「メガソーラーたけとよ」の展望台に行き、太陽光パネルを見学した。天候により発電量が上下す

る様子を目の当たりにし、「ソーラー発電が万能ではない」「太陽光発電にはデメリットも多い」ことを体



感し、「電気の配給にもバランスがある」「現時点では再生可能エネルギーは主役になれないことがわかっ

た」と課題に向き合うことができた。 

・未来のためにやってみようと思うこととして、「家でエネルギーをつくる」「科学者になって温暖化を止め

る」「子どもとエネルギーについて一緒に考える」という意見があり、意識を高めるきっかけとなった。 

・保護者は、４月からの電力自由化について学び、考えることができた。自分たちが使っている電気に対す

る興味関心が高まり、「暖房の使い過ぎに気を付ける」「節電をする」と自分ができることを考え、行動に

つながる気づきや学びを得ることができた。

                    （講座の様子） 

コーディネーターに対する感想 

○依頼者

・コーディネーターに迅速な対応をしていただけたため大満足です。 

・本町で初めての試みであったため試行錯誤で苦労したが、中部電力様、コーディネーターのご協力により

概ね順調でした。 

・概ね良好に講座ができたので満足です。 

○外部講師 

・依頼内容は当社がお話しさせていただきたい内容と合致していたため満足です。 

・打ち合わせに東郷町さまと弊社の間に入っていろいろと調整していただけ満足です。 

・最初の打ち合わせで、もう少し綿密な決め事をすればよかったと思います。 

・依頼元、依頼先との調整をしっかりと行っていただき、無事に終了できたことに感謝します。 

その他 

 なし



環境学習コーディネーターを活用した連携・協働取組の事例紹介              （Ｎｏ．21） 

依頼者 刈谷市 経済環境部 環境推進課 

タイトル 身近な自然観察のすすめ～刈谷の自然は魅力がいっぱい～ 

コーディネーターへの相談内容 

○依頼者の要望 

・刈谷市は、広く環境について考えてもらうきっかけづくりとして市民向けに「環境講演会」を開催してい

る。平成 26 年度は「省エネ」をテーマに開催、平成 27 年度は「生物多様性」をテーマに開催を検討して

いるため、希望内容に沿った講師を紹介してほしい。 

コーディネーターの対応 

○外部講師の紹介 

【選定講師】酒井立子氏 

      プロフィール：プロ・ナチュラリスト、インタープリター、獣医師 

・地域の特性に応じた生物多様性や自然環境をテーマとして、環境に興味がない人でも関心が持てる身近な

題材での講演を希望している。この環境講演会を各家庭での生物多様性について考えてもらうきっかけと

し、環境全体への理解を深めることを目的としている。こうしたことから、子どもと保護者を対象にした

自然体験プログラムを行っており、自然環境だけではなく、人と森との関わりについても講演している酒

井立子氏を紹介した。 

○学習内容の提案 

＜講師に対して＞ 

・講座参加者が一般市民であり、環境の活動を行っている人や専門的な知識を持っている人が対象ではない

ため、専門的なデータの羅列や専門用語の多用は避け、分かりやすい内容とすること 

・パワーポイントでの写真、図等の表示で講演内容の参加者の理解を助けるようにすること 

・質疑応答など会場とのコミュニケーションを積極的にとること 

・興味関心を持ってもらうため、身近な情報を提供すること 

＜依頼者に対して＞ 

・今回参加してほしい層（子連れ）に届く広報をしっかり行うこと 

・講座の目的を明確にし、講師と共有すること 

・講師が使用するパワーポイント以外に、参加者の講座理解の手助けとなる資料があれば、配付すること 

＜その他＞ 

・参加者を対象としたアンケートを過去に実施していないため、環境講演会全体の事業評価をしていない。

アンケートをとり、今後の環境講演会開催の参考とすること 

講演内容と当日の様子 

＜内容＞ 

刈谷市は車が多いイメージが強いが、刈谷市民に自然を身近に感じてもらうために様々な植物や生物を紹

介する。刈谷市の木と花である「クスノキ」と「カキツバタ」を紹介し、草木の見分け方や昆虫の見つけ方、

鳥の種類やいる場所など、自然の楽しみ方を伝えた。また、春や冬など季節に応じた植物や生物を紹介した。

普段は気付かなくても、よく観察すると身近にたくさんの生物がいる、命はつながっていることを再認識す

る内容であった。 



＜参加者数＞ 

参加者数：122名 

＜講座の結果＞ 

・参加者のアンケートに「日常生活で身近の動植物を見たくなった」「刈谷にも自然がいっぱいあり、目を向

けていきたい」「尾張に見られる植物や鳥などを観察したくなった」「刈谷の川に集まる野鳥の観察会など

があれば参加したい」といった感想があり、参加者にとって自然や生物が身近に感じることができ、自然

に関わる行動へのモチベーションが高まった。 

・「各家々で緑を増やしていきたい」「田畑が宅地に変わり、自然が少なくなってきている。経済も環境も同

じ土俵で考えなくては自然を守ることはできないと思う」「自然環境が良いと心が癒される。身近な所から

触れ合える自然を広めてほしい」といった意見があり、未来に向けてどのように自然と暮らしていきたい

かについて考えることができた。

                    （講演会の様子） 

コーディネーターに対する感想 

○依頼者

・限られた予算の範囲の中、日程などの指定があったが、依頼した講演内容に即した講師を紹介していただ

けた。 

・顔合わせ時には足を運んでくださり、メールなどでもすぐに対応いただけた。 

・チラシの備置などの広報活動にも多くの協力をいただいた。 

・運営側のフォローや、講師の方へのフォローなど多岐にわたり、サポートしてくださった。 

○外部講師 

・毎回打合せに一緒に来てくださり、サポートもしていただいた。 

・もう少しフレンドリーな感じでやりとりできると良かった。 

・ありがたいことで、大満足です。 

その他 

 なし


